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２０２３年度 京都看護大学 卒業前調査結果（2024年 3月修了）  

IR 

1. 調査目的 

本学における教育の在り方を考える基礎的資料とする。 

2. 調査日 

2024年 3月８日 

3. 調査対象 

2023年度卒業生 １１３名 

4. 調査方法 

webポータブル 
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Q１  DP到達度                                                  n=１１３ 
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1.自分の考えを他者に理解できるよう…

2.事象（ものごと）を批判的に検討す…

3.課題や疑問を解決するために、必要…

4.自ら自己の課題を発見し、課題に対…

5. 看護専門職者を目指す者として、…

6.国内外の人々の健康に関する課題に…

7.人間を生物学的に理解できる

8.人間を統合された全体として機能す…

9.人間の健康と生活行動の関係につい…

10.人間の生活行動と生活行動への影…

11.自分とは異なる多様(生物学的・心…

12. 敬意とケアリングとは何か理解で…

13.自分とは異なる人々に対し、ケア…

14.倫理的感受性（理論と原則の知識…

15. 看護専門職の職業倫理を理解できる

16.看護専門職の職業倫理に基づいて…

17.看護の対象、目的、方法につい…

18.看護の対象について、エビデスに…

19.科学的論理的なアセスメントに基…

20. 智、人をいつくしむ力を基盤に、…

到達できた どちらかというと到達できた

どちらともいえない どちらかというと到達できなかった

到達できなかった

（人） 
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 Q2.授業・演習への参加の程度                                     n=113 

 
 

 

Q3.成長に影響を与えた正課内活動                                  n=113 
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Q４．大学生活の充実度                                            n=１１３ 
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Q５． 充実度の理由（複数回答）                                      n=１１３ 

 

 

 

83

80

72

47

38

35

29

29

26

22

17

16

15

10

7

3

3

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

0

0

0

0 20 40 60 80 100

勉強を頑張った

友人関係に恵まれた

さまざまな人の価値観にふれられた

ゼミでの学習や研究が充実していた

何事にも積極的に取り組んだ

アルバイトが充実していた

趣味に打ち込んだ

将来したい仕事に出会った

社会人になるために必要なことを学んだ

第一志望の大学だった

資格や語学の勉強を頑張った

日々目的意識をもって頑張った

第一志望の大学でなかった

クラブやサークルなどの課外活動を頑…

異性とつきあった

異性とつきあえなかった

その他

アルバイトが充実していなかった

趣味に打ち込められなかった

日々目的意識をもって頑張れなかった

勉強を頑張らなかった

ゼミでの学習や研究が充実していな…

クラブやサークルなどの課外活動を頑…

友人関係に恵まれなかった

ボランティアなどの社会活動を頑張ら…

何事にも積極的に取り組めなかった

さまざまな人の価値観にふれられな…

将来したい仕事に出会えなかった

資格や語学の勉強を頑張らなかった

ボランティアなどの社会活動を頑張った

社会人になるために必要なことを学べ… （人） 
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Q６． 大学 4年間のやる気                                           n=１１３ 
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Q７． 大学の満足度                                                 n=１１３ 

 
 

 

Q８． 卒業後の進路の満足度                                            n=１１３ 
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①授業や学習を支援する電子ネット…

②実習室や能動的な学習を進めるた…

③一般的な教室の設備や使用感、環境

④学内の雰囲気や居心地、環境

⑤学費に比した教育内容

⑥学内に設けられている自主的に学べ…

⑦キャリアのために役立つ授業や情…

⑧国家試験受験に向けた支援

⑨学んだ成果に対する評価の方法

⑩教員の対応

⑪事務スタッフの対応

⑫カリキュラムの表現やシラバス記述…

⑬大半の授業に関して、その履修人数

⑭図書館の蔵書内容、サービス、使い…

⑮総合的にみた大学での学び

⑯奨学金などの経済援助の制度と内容

⑰授業の多様性

⑱大半の授業の質
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